
「 ト ゥ ッ テ ィ ー ズ 」＆ 「 コ ール野の花 」

今、ここに ありがとうコンサート
～すべての人たちに 感謝をこめて～

浅川市民センタークラブで活動している「トゥッティーズ」＆「コール
野の花」のはじめての合同ミニコンサートを開催します!!ぜひ、
みなさんご来場お待ちしております♪

【日 時】 6月２９日(土) １4時 開演
【場 所】 浅川市民センター 多目的ホール   

     ※室内履きをご持参ください。
【出 演】 「トゥッティーズ」＆「コール野の花」
 福島 由布 （指揮）

 相良 佐輝子 （ピアノ）
【申 込】 申し込みは不要です。

※鑑賞料はかかりませんので、
当日浅川市民センターに直接お越しください。

※駐車場はございませんので、
徒歩もしくは交通機関をご利用ください。

★「コール野の花」では、新しい仲間も随時募集中です！

第２・４金曜日１４時から１６時まで浅川市民センター

第３会議室で歌っています。

興味のある方はぜひ見学お待ちしております！
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の行事予定

センター講座   
１９日(水) あさがく：歴史「神社を中心としたまちづくり」
２２日(土) あさかわキッズ「お仕事を知ろう！」

その他
６日(木) ふれあい昼食会
７日(金) フリースペースひまわり

２１日(金) フリースペースひまわり・ほのぼのルーム
２７日(木) 浅川レコードサロン
２９日(土) トゥッティーズ＆コール野の花

今、ここに ありがとうコンサート

センター休館日
２日.９日.１６日.２３日.３０日

令和6年度 浅川市民センター職員

 館 長 原 田 弘 恵
 職 員 井 地 沙 耶
   職 員 多賀谷 真 由
   職 員 瀧 下 正 英

職 員 山 下 一 成

浅川市民センターは、みなさんに愛される市民センターを
目指して、笑顔で元気にがんばります！
今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

のイベント

親子8組が参加したパン教室！みんなで顔の形をした顔パン・おばけミニ
どら焼き・テーブルロールを作りながら楽しいひと時を過ごしました。特に
どら焼き作りでは、生地をひっくり返すのが難しかったようで、フライ返しを
片手に集中している姿が印象的でした。出来あがった顔パンはとてもかわ
いくてみんな大喜び。最後は子どもたちの号令で、先生へ「ありがとうござ
いました！」と大きな声で締めくくり、和やかな雰囲気の中で終わりました。

5月１１日(土)友遊キッズ「親子で顔パンづくり」
講師：西部ガス 中尾 真奈美 氏・薦田 早苗 氏

おうちに眠ったレコードきいてみませんか？？

浅川レコードサロン
地域のみなさんから寄贈いただいたレコードを談笑
しながら楽しむサロンです。

6月の1枚はPEDRO＆CAPRICIOUS
   『お気に召すまま』

五番街のマリーへ・ジョニイへの伝言etc...
【日 時】6月27日(木) 15時～16時
【場 所】浅川市民センター 市民ホール
★参加費は無料です。
どなたでも参加お待ちしております♪

5月23日(木)に初回を迎え、たくさんの方にご参
加いただきました。今月の1枚はフレデリック・ロウ
作のミュージカル映画『My Fair Lady』。オード
リー・ヘプバーン主演の映画として愛されるこの作
品のLP盤を視聴し、素敵な時間を過ごしました。

４月１７日(水）あさがく入学式：歴史「年表から見る自分史」
講師：歴史研究家 三好 陽 氏

センター講座リポート（あさがく×２・友遊キッズ）

令和６年度のあさがく９期生の入学式は、多
目的ホールがいっぱいになるほどの受講生
の熱気に合わせて始まりました。原田校長
からは今年度は「シビックプライドの醸成が
目標です」との言葉をいただき、皆でこの一
年間頑張ることを確認しました。
１時間目は「年表で見る戦後史」昨年度の
９時間目に引き続き三好陽先生による講義
が始まりました。よく調べられた年表・出来
事・世相に合わせて自分史も語られ、受講
生も各々自分の事を振り返る貴重な時間を
共有することが出来ました。

5月１５日(水)あさがく：美術「横山大観展」
場所：北九州市立美術館

あさがく２時間めは、北九州市美術館での
現地学習「横山大観展」を鑑賞しました。快
晴に恵まれセンター前を定刻の9時に出発。
皆さん意気揚々とバスに乗り込み、笑顔の
中で話も弾む美術館までの行程でした。実
際に観る大観の絵は素晴らしく、しばし見
入ってしまうほどでした。事前にレクチャー
を受けていたため、絵の鑑賞もポイントを見
つけては皆さん喜んでいました。あっという
間に１時間半が経ち、今度はレストランカ
フェミュゼへ移動。事前に予約していたた
め待つこともなくゆっくりと食事をすること
ができ、皆さん大変喜んでいました。
１３時、全員揃って美術館を後にし、セン
ターへと帰りました。バスの中では話も弾み
「もう少し、バスに乗っていたいね」との声も
聞かれました。事後の『ひとこと書き』には
「またバスハイク行きたい」「ぜひ企画して
欲しい」と多数の声を頂き、好評のうちに２
時間目を終えました。
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